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１ 背景と目的

鉄道事業者にとって，最適な運行本数の計画やダイ
ヤの検討など事業サービス改善のため，日々の利用
状況を把握することは重要．従来，ICカードデータ用
いた観測が一般的．地域鉄道では，コストが大きく，
継続的な状況把握に課題．そこで，Bluetoothの電波
を用いて，車両内計測データに基づき地域鉄道利用
OD（起終点）交通を把握する手法を検討．

２ 推計手法

計測実験より得たログデータである各MACアドレス，
観測頻度（回/周期），平均電界強度RSSI（dBm/周
期）を用いて，Bluetoothアドレス数による観測された
OD表及びカメラ計測から得られた実乗降客数から駅
間の実分布OD交通量を推計する． （図-1）

３ 分析結果

Bluetooth計測数と乗車数は相関（R2 = 0.98）が認
められ，平日・朝時間の真値と推計値OD分布（図-2）
の結果に示すように，パターンも概ね近似しているこ
とを確認．今後は計測システムとしての実装を目指す．
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図-1 推計手法のイメージ図
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